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組織の概要

(1) 事業所及び代表者名

株式会社　豊田ガーデン

代表取締役　天野　勝美

(2) 所在地

〒471-0834

愛知県豊田市寿町4-54

(3) 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　天野洋平

連絡先　　TEL　0565-28-2601

　 FAX　0565-27-0816

E-mail　info@kayutei.co.jp

(4) 事業内容（対象範囲の活動）

造園工事、エクステリア工事、フラワーガーデン工事及び維持管理作業

ガーデニングショップ、グリーンリース

(5) 許可番号

造園工事業　愛知県知事　許可（特-30）第14145号　

有効期限　平成35年10月17日

(6) 事業規模

売上高　　535百万円（第48期：令和3年）

従業員数　　48名

事業所面積　1,091　m２

(7) 資本金・設立年月日

資本金　　2,000万円

会社設立　昭和49年6月
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対象範囲（認証・登録範囲と実施体制）

以下の活動を・組織を対象とし実施します。

造園工事、エクステリア工事、フラワーガーデン工事及び維持管理作業

ガーデニングショップ、グリーンリース

実施体制図 （株）豊田ガーデン

役割・責任・権限

環境関連文書及び記録の素案作成・管理など、

環境管理責任者の補佐

EA21取組実施、実施状況確認・記録・事務局への提出

環境管理責任者

代表者 代表者　天野勝美

常務取締役　天野洋平

総務部員　池谷EA21事務局

EA21担当

総務部員　酒井

営業部員　平田

リース部員　林

売店　成瀬　

造園部員　山本

代表者に代わり、環境経営システムを構築・運用・維持し、その状

況を代表者に報告する。内部・外部からの苦情などの受付と必要な

対応及び結果の記録、環境経営レポートの作成。

総従業員数：48人

（総務部員）

＊安全協力会は認

証登録範囲に含み

ません

環境方針の作成、環境管理責任者の任命、資源（人員・設備・費用

等）の準備。代表者による全体の評価と見直し。環境経営レポート

の承認・発行

安全協力会

20名

環境管理責任者　常務取締役　天野洋平

代表者　代表取締役　天野　勝美

EA21事務局

担当：池谷

役割 担当者 責任・権限

造園工事

現場

EA21担当

山本

EA21担当

成瀬

売店 造園部

EA21担当

林
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総務部 営業部 リース部

EA21担当

平田

EA21担当

酒井



環境経営方針

環境理念

行動指針

制定日

改訂日 平成27年　7月10日

株式会社　豊田ガーデン

代表取締役　天野　勝美

③節水に努め、総排水量の削減します。

④グリーン購入を推進します。

⑤社会貢献活動を積極的に行います。

⑥環境に配慮した設計・工事に努めます。

⑦化学物質の適正管理に努めます。

⑧整理・整頓を徹底します。

（3）本方針を全社員に周知し、環境経営システムの継続的改善を進めます。

平成21年10月26日

②分別の徹底・リサイクルの推進に努め、廃棄物排出量を削減します。
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当社は、造園建設業としての事業活動において、常に環境保全を意識し、自然

環境への影響に配慮しながら業務を行うことが重要であると認識しています。

環境経営システムの構築・運用及び維持を行うことにより、環境保全活動を自

主的・積極的に推進します。

植物を用いた環境づくりから、持続可能な都市及び人間居住を実現します。

(１)当社に適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

(２)次の事項について、具体的な環境目標・環境活動計画を定め実施します。

①省エネルギーに取り組み二酸化炭素の排出量を削減します。



環境経営目標（第48期：令和3年6月～令和4年5月）

可燃ごみ

廃プラ

廃棄物排出量

再生

利用
紙くず

廃棄物排出量

＊購入電力の排出係数は中部電力の令和元年度調整後排出係数0.426kg-CO2/kWhを使用。

①

二酸化炭

素排出量

の削減

環境方針

取組対象

取組区分 管理場所 管理項目 単位

社長 環境管理責任者

天野勝美 天野洋平
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平成29年6月～令和1年5月の実績値をベースとする新基準と令和3年6月～令和4年5月までの目標を設定。なお次年度以降の新目標は7.2項に記載する。

二酸化炭素総排出量（全社） kg-CO2

化石燃料

使用量

現場

ガソリン L

事務所

重油 L

灯油 L

軽油 L

電力使用量 事務所 電気

LPG kg

kWh

1.0

190.0

220.0

508.5

8.5

8.5

50.0

t

t

木くず t

500.0

23.0

16.0

③総排水

量の削減
水使用量 事務所

事務所・売

店・温室　水

使用量

m３

t

現場

再生

利用

木くず

コンクリー

トがら

t

t

t

事務所

t

②

廃棄物排

出量の削

減

廃棄物

排出量

単純

償却

廃棄物排出量合計 t

t

金属くず

薬剤使用時の使用量の把握と適

正管理

⑥環境配

慮設計・

工法

件数 事務所

リサイクル資

材を用いた設

計件数

件 月１件の実施

購入件数 事務所
事務用品購入

件数
件

⑦化学物

質の適正

管理

薬剤使用

量確認
事務所

薬剤の使用量

の確認
確認

⑤社会貢

献活動の

実施

実施回数 事務所
社内及び周辺

の清掃回数
回

④グリー

ン購入の

推進

同左

令和3年6月1日

基準継続

基準継続

基準継続

基準継続

12回/年

（月１回の実施）

100件以上

1,800.0 1,773.0 基準比１.5％以上の減少

新基準

142,000.0

92,000.0

17,600.0

11,900.0

10,500.0

410.0

54.0

基準比１.5％以上の減少

基準比１.5％以上の減少

同左

139,870.0 基準比１.5％以上の減少

今年度の目標

令和3年6月～令和4年5月

403.9

53.2

90,620.0 基準比１.5％以上の減少

100件以上

同左

基準比１.5％以上の減少

基準比１.5％以上の減少

基準比１.5％以上の減少

10,342.5

17,336.0

11,721.5

8.4 基準比１.5％以上の減少

8.4 基準比１.5％以上の減少

実績値は把握するが、その値はその年の事業の内容次第であ

り、数値目標値は定められないが、廃棄物の再利用の促進に

向け、適切な分別作業を実施する。

- -



環境経営計画及び実施状況

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

- - × - - △ △ - ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

- - - - - △ △ △ △ △ - -

△ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 - -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：実施できた △：一部未実施 ×：ほとんど未実施

全部署

実施⇒

実施⇒
○

○

○

実施⇒
○

実施⇒
○

実施⇒
○

実施⇒

実施⇒

3月～６月

実施⇒

実施⇒

実施⇒

清掃

実施⇒

評価見直
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取組事項

1.紙使用量の削減再生利用

2.一般ごみの削減

農薬

管理書
営業

1.冷暖房の設定温度管理の実施

2.冷暖房機のフィルター清掃の実施

3.使用時以外の場所の消灯の徹底

4.残業・昼休・退社時の消灯の徹底

- 全部署

薬剤使用料確認

薬品使用量把握

1.農薬管理書に使用内容・

量を記録する

環境配慮設計件数

月1回の実施

1.リサイクル資材を用いた

設計をする
- 営業

仕分け

表示

仕分け

表示

契約書・

許可書

④グリー

ン購入の

推進

廃棄物

排出量8％以上削減

総務・

造園

①二酸化

炭素排出

量の削減

環境方針

点検票１
総務・営

業・造園

⑦化学物

質の適正

管理

⑥環境配

慮設計・

工法

⑤社会貢

献活動の

実施

社会貢献の実施回数

月1件の実施
1.社内及び周辺の清掃を実施する

総務・

造園

総務・

造園

②

廃棄物排

出量の削

減

③総排水

量の削減

水使用量

5％以上削減

1.最小限の利用と使用後の

蛇口を完全に締める
-

総務・

売店

2.水道配管の漏水を

定期的に点検する
-

総務・

売店

3.産業廃棄物の適正処理を徹底し

削減を図る

グリーン購入

件数20件以上

1.事務用品のグリーン購入を

推進する
-

実施⇒

△

○

実施⇒

社長

清掃

実施⇒

総合

評価

清掃

スケジュール

○

○

○

△

△

作成：令和3年6月1日

確認：令和4年11月30日

1.ガソリン・軽油使用量の削減

・エコドライブ、エコ運転操作の徹底

2.ストーブ、ボイラーの未使用場所

の停止　・設定温度の適性化

点検票２

点検票１

営業・造

園・リー

ス

総務・営

業・造園・

リース

○

〇

清掃

環境管理責任者

天野勝美 天野洋平

第48期（令和3年６月～令和4年５月）

化石燃料

使用量の削減

現場：基準比10％以上

事務所：基準比5％以

上の削減

6月～8月 9月～11月 12月～3月

評価見直

電力使用量の削減

基準比6％以上の削減

点検方法 担当部署目標



環境経営目標に対する実績と評価

可燃ごみ

廃プラ

廃棄物排出量

再生

利用
紙くず

廃棄物排出量

＊購入電力の排出係数は中部電力の令和元年度調整後排出係数0.426kg-CO2/kWhを使用。

-

実績値は把握するが、

その値はその年の事業

の内容次第であり、数

値目標値は定められな

いが、廃棄物の再利用

の促進に向け、適切な

分別作業を実施する。

確認実施

今年度の実績

令和3年6月～令和4年5月

評価とコメント

⑦化学物

質の適正

管理

薬剤使用

量確認
事務所

薬剤の使用量

の確認
確認

薬剤使用時の使用量

の把握と適正管理

693.7

3,115.0

121

t
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⑥環境配

慮設計・

工法

件数 事務所

リサイクル資

材を用いた設

計件数

件 月１件の実施 16

⑤社会貢

献活動の

実施

実施回数

m３ 1,773.0

④グリー

ン購入の

推進

購入件数 事務所
事務用品購入

件数
件 100件以上

事務所
社内及び周辺

の清掃回数
回

12回/年

（月１回の実施）

②

廃棄物排出

量の削減

廃棄物

排出量

現場

再生

利用

事務所

廃棄物排出量合計

木くず

③総排水

量の削減
水使用量 事務所

事務所・売

店・温室　水

使用量

単純

償却

木くず

48.1

軽油 11,721.5

t 9.0

0.0

t

t 25.2

t 684.7

t 61.1

0.0

8.4

8.4

537.1

9.0

61.3

t

コンクリー

トがら
t

t

金属くず t

水使用量が増加したものの、植物の

灌水管理による増加であり、適正管

理がされていることから問題はな

い。

廃棄物排出量は木くず（剪定など）が増

加した。現場作業量による増加であり、

分別作業作業など、適正管理がされてい

ることから問題はない。

事務所の紙くずは増加したが、削減意識

の再喚起など対応を徹底する。

ガソリン、灯油、LPGは使用量が減少し

たが、電気、軽油は使用量が増加した。

重油は廃止した。二酸化炭素総排出量は

減少した。事務所で使用する電力使用量

の増加について、対策を打つ必要があ

る。

電気

化石燃料

使用量

現場

ガソリン L 17,336.0 16,588.0

灯油 L 403.9 300.0

kWh

事務所

重油 L 10,342.5 0.0

L 12,216.0

kg

①

二酸化炭素

排出量の削

減

二酸化炭素総排出量（全社） kg-CO2 139,870.0 110,668.0

電力使用量 事務所

令和4年11月30日

環境管理責任者

天野勝美 天野洋平

環境方針

取組対象

取組区分 管理場所 管理項目 単位

今年度の目標
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社長

90,620.0 93,370.0

LPG 53.2



環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

1.農薬管理書に使用内容

・量を記録する

グリーン購入ができ

た。取組を継続す

る。

取組は実施できてい

る。

取組を継続する。

リサイクル資材の使

用ができた。取組を

継続する。

取組は実施できてい

る。

取組を継続する。

1.事務用品のグリーン

購入を推進する

1.社内及び周辺の清掃

を実施する

1.リサイクル資材を

用いた設計を推進する

4.残業・昼休・退社時の消灯の徹底 △

3.使用時以外の場所の消灯の徹底 △

一部未実施の取組も

あるが、チェック表

を用いて徹底を図っ

ていく。

△

2.冷暖房機のフィルター清掃の実施

1.冷暖房の設定温度管理の

実施

取組は実施できてい

る。

取組を継続する。

取組は実施できてい

る。継続する。

1.ガソリン・軽油使用量の

削減　・エコドライブ、

エコ運転操作の徹底

気温低下により燃料

を消費。取組はでき

ている。継続する。

2.ストーブ、ボイラーの未

使用場所の停止　・設定

温度の適性化

取組は実施できてい

る。

取組を継続する。

1.紙使用量の削減再生利用

2.一般ごみの削減

3.産業廃棄物の適正処理を

徹底し削減を図る

2.冷暖房機のフィルター清

掃の実施

3.使用時以外の場所の消灯

の徹底

4.残業・昼休・退社時の消

灯の徹底

1.最小限の利用と使用後

の蛇口を完全に締める

2.水道配管の漏水を

定期的に点検する

全部署

社会貢献の実施回数

月1件の実施
1.社内及び周辺の清掃を実施する 全部署

2.水道配管の漏水を

定期的に点検する

○

④グリー

ン購入の

推進

グリーン購入

件数20件以上

1.事務用品のグリーン購入を

推進する

⑦化学物

質の適正

管理

薬剤使用料確認

薬品使用量把握

1.農薬管理書に使用内容・

量を記録する
営業

○

⑥環境配

慮設計・

工法

環境配慮設計件数

月1回の実施

1.リサイクル資材を用いた

設計をする
営業

⑤社会貢

献活動の

実施

○

○

③総排水

量の削減

水使用量

適正管理

1.最小限の利用と使用後の

蛇口を完全に締める

総務・

売店

総務・

造園

化石燃料

使用量の削減

現場：適正管理

事務所：基準比1.5％

以上の削減

1.ガソリン・軽油使用量の削減

・エコドライブ、エコ運転操作の徹底

3.産業廃棄物の適正処理を徹底し

削減を図る

総務・

売店
○

○

〇

総務・

造園
○

○

①二酸化

炭素排出

量の削減

営業・造

園・リー

ス

○

2.一般ごみの削減

取組内容

②

廃棄物排

出量の削

減

廃棄物

適正管理

1.紙使用量の削減再生利用
総務・

造園

○

電力使用量の削減

基準比1.5％以上の削

減

1.冷暖房の設定温度管理の実施

総務・営

業・造園

○

2.ストーブ、ボイラーの未使用場所

の停止　・設定温度の適性化

総務・営

業・造園・

リース

7.1

環境方針
総合

評価目標

総合評価　○：実施できた　△：一部未実施　×：ほとんど未実施　　　次年度の環境経営目標値は次の7.2に示す。

担当部署

令和元年度（令和元年６月～令和２年５月） 今年度の評価コメント

～次年度の取組内容

社長 環境管理責任者

天野勝美 天野洋平

令和4年11月30日



次年度以降の環境経営目標（短期・中期）

可燃ごみ

廃プラ

廃棄物排出量

再生

利用
紙くず

廃棄物排出量

購入電力の排出係数は中部電力の令和元年度調整後排出係数0.426kg-CO2/kWhを使用。

⑥環境配

慮設計・

工法

件数 事務所

リサイクル資

材を用いた設

計件数

件 月１件の実施 月１件の実施 月１件の実施

薬剤使用時の使

用量の把握と適

正管理

薬剤使用時の使用量の把握と適正管理

⑦化学物

質の適正

管理

薬剤使用

量確認
事務所

薬剤の使用量

の確認
確認

薬剤使用時の

使用量の把握

と適正管理

②

廃棄物排

出量の削

減

廃棄物

排出量

1,755.01,764.0

8.3 8.3

t

⑤社会貢

献活動の

実施

実施回数 事務所
社内及び周辺

の清掃回数
回 12回/年 月１回の実施 月１回の実施

8.3 8.3

500.0

8.4 8.4

100件以上 100件以上

③総排水

量の削減
水使用量 事務所

事務所・売

店・温室　水

使用量

m３ 1,800.0 1,782.0 1,773.0

④グリー

ン購入の

推進

購入件数 事務所
事務用品購入

件数
件 100件以上

t 1.0

廃棄物排出量合計 t 508.5

事務所

t 8.5

t 23.0

現場

8.5

LPG kg 54.0 53.5 53.2 52.9

再生

利用

52.7

8.4 8.4

単純

償却

木くず

t

220.0

コンクリー

トがら
t 190.0

木くず t

50.0

t 16.0

t

金属くず

10,395.0 10,342.5 10,290.0 10,237.5

灯油 L 410.0 405.9 403.9

重油 L

401.8 399.8

17,336.0 17,248.0 17,160.0

軽油 L 11,900.0 11,781.0 11,721.5 11,662.0

ー

令和3年 令和4年 令和5年

①

二酸化炭

素排出量

の削減

二酸化炭素総排出量（全社） kg-CO2 142,000.0

令和3年5月31日

社長 環境管理者

天野勝美 天野洋平

7.2

138,450.0

電力使用量 事務所 電気 kWh 92,000.0 91,080.0 90,620.0 90,160.0 89,700.0

139,870.0 139,160.0

環境方針

取組対象

新基準

短期目標(-1%) 中期目標(-0.5%/年）

直近平成29年度－令和元年度の実績値をベースに新たに基準を定め、令和5年度までの中期目標を設定。各年度は6月～5月とする。

実績値は把握するが、その値はその年の事業の内容次第であり、

数値目標値は定められないが、廃棄物の再利用の促進に向け、

適切な分別作業を実施する。

10,500.0

取組区分 管理場所 管理項目 単位 令和2年

140,580.0

11,602.5

化石燃料

使用量

現場

ガソリン L 17,600.0 17,424.0

事務所



環境関連法規等の遵守状況及び評価の結果
並びに違反、訴訟の有無

適用される法規制と遵守状況

環境関連法規への違反、訴訟はありません。

また過去３年間に関係当局からの違反等の指摘はありません。

法規制等の名称 該当する活動

令和3年5月31日

社長 環境管理責任者

天野勝美 天野洋平
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遵守状況

○

○

○

家電リサイクル法

・家庭電化製品の資源の有効利用（長期間利用」）

・対象：テレビ、冷蔵庫（他は無し）

・消火器の設置
消防法

自動車リサイクル法

該当なし

・危険物の適性保管

廃棄物処理法

建設リサイクル法 ・建設廃棄物のリサイクル促進

騒音規制法

振動規制法

・対象特定建設作業実施届出、規制値の遵守

・対象特定建設作業実施届出、規制値の遵守

・使用済み自動車の引取業者引渡し

・新車購入時のリサイクル費用負担

自動車NoｘＰＭ法 ・業務用車１０台以上保有

毒物及び劇物取締法

○

・廃棄物保管場所の掲示板の設置

・処分委託契約の締結と委託先の現地確認

○

○

○

○

○

○

○

・保管場所を決め数量、使用年月日表記

○

○

○・処分委託契約業者の許可書の有効期限の確認

・マニフェストの交付・照合・保管・交付状況報告

資源有効利用促進法

・指定再資源化商品（PC）

・なるべく長期間使用

・メーカーへの引渡し

・対象物の廃棄実績なし

○

該当なし

労働安全衛生法
・化学物質の管理、貯蔵または取り扱い上の注意

・SDSを掲示し、周知、遵守

○

○

フロン排出抑制法
・エアコン簡易点検の実施と記録

・廃棄時に適切な引渡し



代表者による全体評価と見直しの結果

今期の活動結果に対する環境管理責任者のコメント

1.環境目標とその達成状況

2.環境活動計画の実施状況（取組に問題がなかったか、次年度の取組について記載）

3.環境関連法規の見直し、遵守状況

4.審査結果情報

5.外部からの苦情等の受付結果

代表者による変更の必要性の判断・指示

評価結果

1.環境経営システム　 有効に機能している（○）

2.環境への取組　　　 適切である（○）

変更判断・指示

１.環境方針の変更 無

２.環境目標の変更 無

３.活動計画の変更 無

４.環境経営システムの変更（体制含む） 無

環境管理責任者への指示

新基準による運用を継続する。

コメント：適正

コメント：先回審査指摘事項は適切に対応実施

コメント：特になし

9

コメント：電気の消灯など十分でない点について、点検票を活用して徹底する。

コメント：

新基準は、業務量の変動を含めても適正な数値として機能している。水使用量の増加について、次期の達

成状況により基準値の補正なども検討する。

（達成した場合は設定に問題がなかったか、次年度の目標設定について、未達成の場合は原因と次年度の目標や対

応策について記載する）


